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まさか元旦に起きるなんて！．．． 
災害はまさかの連続。私たちも、いつ、どこで、どう行動
するか、日頃からイメ ー ジすることが大切です。

自分達で守る・動く
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蜻震！ 合 o命を守る行動
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-30分桑°情報収集〇避難開始 ロエ玉コ

0声がけ安否確認・救援 帰宅困難
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緊急避離（自宅含む）～救援
・
到着まで豪自衝臓·消防団など

3日？それとも2週間？長期戦を想定しよう

05心邑四国臼庄9
ソ ー ラ ー発電やカセットコンロなど代用品をキ ー プ！．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 日 「緊急持ち出し袋」だけじゃない、

ポリ袋x吸水ポリマ ー が必要になる！
被災した方達が「最も困った」と口を揃えて語るのが
トイレ問題。市販の救急トイレは1日持てばいい方。
そこでおすすめはポリ袋X 吸水ポリマ ーのセット、両
方ともかさばらずストックしやすいうえ、ポリ袋は
何でも活用できるので100枚以上はストックしたい。

避難所生活
．
～帰宅／仮設／新住宅の引越まで

※自宅避難含む

長ければ半年以上。交流と情報収集で乗り越える。
一人ひとりが自主的に動き、支え合うこと「自
助·共助」が求められます。自宅避難生活の場
合も引きこもらず避難所のイベントに参加し、
交流していくことが重要といわれます。

飯o：：竺門＿凸凸望：：：
” 

の円滑化 ・

“ ゜外部との調整 ＇t込 ケア活動

災害のこと知るなら、地元自治体の
防災ページをチェックしよう！

参考：東京都防災ホ ー ムペー ジ→-··

災害は自分ごと

巨大地震発生。 何がどうなる
参照資料： R6/6/26 発表内閣府資料「令和 6 年能登半島地霰における災害の特徴」

隆起
ー＝隆起確認

沿岸部に最大
4mを越える
隆起が確認さ
れた。これにより港は壊滅的な被害を
受け、漁業に深刻な影響を与えている。

火災
’゜＝ 輸島市河井IIIJ

輪島市中心部
で約49,000ボ
に及ぶ大規延焼模火災が発生。死者は
でなかったが「輪島の朝市」で有名な本

町商店街がその姿を失ってしまった。

倒壊
昭和の古い木
造建物を中心
に倒壊。特に
珠洲市、輪島
市で被害が多かった。崩れた家、残っ

た家 のコントラストが痛々しい。

盤
下

地
沈

七尾市沿岸部、
能登町宇多津
港周辺では地盤が変化したとされ、
地震前より30cmほど沈下した。
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富山県

電気、ガス、上下水道、交通、
通信がストップ。停電解消
に2~4週間、水道復旧は半年を要した。個々 の住
宅では破損等があり全戸解消 には至っていない。

崩落
土砂崩れによ
り建物被害は
じめ、のと里
山海道など能

登の主要道路、鉄道が寸断された。多
くは開通済みだが未復旧 の道路も残る。

津波
＝津波浸水

が確認された場所

珠洲市、能登
町で約4m の高

さに達した。震源に近い所では地震後
1分未満で裟来したという報告もある。

孤立

崩落·地割れ
などにより、
幹線を破壊さ
れ、1/5時点
では33地区が孤立した。( 2/19に全て
解消）

液状化 ー＝特に被害が大きいエリア。能登半島
より下が目立つ。また、 震源から遠い新潟県の
沿岸部でも被害が発生している。 ’’

地盤で砂と地下水が混
ざりあう液状化。石川・
富山・新潟と広域で発
生。マンホ ー ルの飛び
出しも液状化によるも
の。特に埋め立て地は

被害が大きく地場産業
に深刻な被害をもたら
している。

南三陸町

ンヨシテスIBJ
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か
る

上
ま

真
だ

写
さ

津
波
被
害
の
あ
っ
た
宝
立
町
で

震
災
後
に
で
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ペ
ー

ス
「
本
町
ス
テ
ー

シ
ョ
ン」

は 、

地
元
出
身
の
若
者
が
地
域
の

拠
り
所
を
つ
く
り
た
い
と 、

自
分

た
ち
が
被
災
し
な
が
ら
も
有
志
た

ち
と
共
に
立
ち
上
げ
た 。

三
崎
町

「
さ
だ
ま
る
ビ
レ
ッ
ジ」

の
ご
夫

妻
は 、

震
災
前
か
ら
住
ま
い
の
古

民
家
を
交
流
の
場
と
し
て
提
供
し

て
き
た
た
め 、

今
回
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
地
域
住
民
の
拠
点
と
し

三
井
町
「
古
民
家
レ
ス
ト
ラ
ン

茅
葺
庵」
で
は 、
店ヽ
主
と
仲
間
た
ち

に
よ
っ
て 、

被
災
し
な
が
ら
も
い

ち
早
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ

を
可
能
に
し 、

輪
島
市
内
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
大
き
く
貢
献 。

こ
の
展
災
で
学
ん
だ
こ
と
や
出

会
っ
た
ご
縁
を
無
駄
に
せ
ず 、

地

域
の
暮
ら
し
を
守
る
生
業
を
し
て

い
き
た
い
と 、

現
在
有
志
で
法
人

の
立
ち
上
げ
準
備
中 。
焦
ら
ず
に

楽
し
み
な
が
ら
暮
ら
し
を
耕
し
て

拠点に作った看板前で、
訪れたポランティアたちと

地
域
の
た
め
に

立
ち
上
が
っ
た
若
者
た
ち

て
開
放 。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
る

大
事
な
活
動
を
し
て
い
る 。

個
人
も
団
体
も
公
も
み
ん
な
が
活
躍

0
7
月
時
点
で
の
情
報
で
す。
活
動
内
容
は
変
更
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す。

い
き
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
「
の

と
復
耕
ラ
ボ」
と
名
付
け
て
い
る 。
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輪
島
市
と
珠
洲
市
の
間
に
あ
る

能
登
町 、
こ
こ
に
は
1

月
1
日
発
災

当
日
に
現
地
調
査
に
入
っ
た
災
害

支
援
団
体
O
P
E
N
J
A
P
A
N

が
今
も
支
援
を
続
け
て
い
る 。
発
災

直
後
は
命
を
繋
ぐ
た
め
に
奔
走
し 、

そ
の
後
は
応
急
復
旧
活
動
を
行
っ

た 。
現
在
は
復
興
に
向
け
て 、

炊
き

出
し
や 、
軍
機
を
使
っ
た
技
術
系
支

援
な
ど 、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し

て
幅
広
い
活
動
を
し
て
い
る 。

穴
水
町

救
援
の
最
前
線
基
地

杯

さ
わ
や
か
交
流
館
プ
ル
ー
ト

r
玉
『

社
協
が
あ
る
こ
の
交
流
館
は
図

書
館 、
公
民
館
な
ど
も
あ
る
町
営
複

合
施
設 。
こ
こ
は
発
災
か
ら
約
5
カ

月
間 、
避
難
所
に
も
な
っ
て
い
た 。

現
在
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し 、
5
月
か
ら
週
末
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
受
け
付
け
て
い
る 。
お
隣

に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
運
営
す
る

カ
フ
ェ
や
洗
髪
施
設
も
あ
り 、
こ
の

一

帯
が
支
援
基
地
と
な
っ
て
い
る 。

の
と
鉄
道・
穴
水
駅
が
目
の
前 、
金

沢
か
ら
電
車
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る

こ
と
か
ら 、
個
人
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
参
加
も
可
能
だ 。※

社
会
福
祉
協
議
会
の
略
称

6月2 日、石川県七尾市で開催
された「 一 本杉復興マルシェ」
に、宮城県南三陸町の「福興市
チ ー ム」が参加しました。東日本
大震災で津波による壊滅的な 被害
を受けた南三陸町は、震災翌月か
ら毎月「福興市」という名の商い
イベントを続けてきた中で、現在
の 「 南 三 陸 さ ん さ ん 商 店 街 」

(2017年オ ー プン）という本設
商店街の復興までを歩んできまし
た。そんな南三陸町の復輿を知っ

た七尾市の「一本杉商店街」が、今年の 1月下旬に「南三陸さんさ 
ん商店街」に問い合わせたことで、この2 つの商店街のご縁が生まれ 
たのです。「いきなり仮設商店街をつくるのではなく、テント市から

-"— -1--

やってみたらどうか」とアドバイスをした商店街の三浦社長はじ
め関係者の皆さん。自分たちも「福輿市」を重ねていく中で、 地
域に合った商店街のあり方や復興のあり方を考えることができた
といいます。「一本杉商店街」の皆さんにも、時間をかけながら
皆さんの納得いく復興を遂げて欲しいという想いを込めて、 実 体
験を交えてリモ ートで意見交換が実現。それを受け、発災翌月の
2月11日から「一本杉復興マルシェ」がスタ ートしました。6月
のタイミングで、佐藤仁町長及び商店街の復興を支えてきた「福
興市」運営チ ー ムで応援に向かうことになりました。前日の夜に
は、現地 の方々と意見交換会も開催。 「自分たちも絶望的な中か
らこうして復興できました。必ず能登も復興します」そう伝えた
力強いメッセ ー ジが、 一本杉商店街の皆さんにもしっかり届いて
いました。マルシェ当日に南三陸町から出品した商品の売上は
「一本杉商店街Jへ寄付。これからも毎月開催される予定の「一

本杉復興マルシェ」に、ぜひご注目ください。 （大場黎而）

» 一逗圧百
―

豆面i司
今も復旧の過程にあり、多くの人々が います。ボランティアはもちろん観光

生活再建に取り組んでいる能登。「まだ、 でもいい。被害の現状を見る、 知る、逆
行くのは早いのではないか」と考える方 境に立ち向かう人達と出会う、 その体
も多いとは思いますが「今だから、 行く」 験は強く深く私たちの心に響きます。

という考え方もあります。海外観光客の 紺磐の日本海、 海 の向こう に 見 え る

増加も加わり活気ある金沢市近郊に較 峰々、懐かしい里山、能

ベ能登半島の来訪者は激減、とはいえ奥 登は驚くほどに美しい

能登でも宿や施設が少しずつ再開して 所です。能登を体感し
て、 その一人ひとりが
能登との小さな「架け
橋」になっていただき 今夏も各地でキリコ
たいです。 祭りが閉催される。

行く前に必ず、チェック！
石川県観光公式 V 内閣府防災：情報--~- -J--

E本海をのぞむ有名な「白米千枚田」。今年田植えができ
たのは 1004 枚ある棚田の 1 割のみ。それでもこの美しさ。
全てが育々することを願って眺めにいきたい。
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災害復旧に欠かせない

技術系ポランティア

基本的には、 ボランティア保険への加入や必要最
低限の準備を自己責任で行っていれば、誰でも参加
できる災害ボランティア。しかし、 作業によっては
初心者には難しく、経験や一定の資格が必要なもの
もあります。例えば、安全講習の受講が必要な動力
機械を使う作業や重機を操る作業、屋根の上の作業
や床下に潜る作業、倒壊
家屋の家財出し作業など。

今回の能登半島地震でも、
実際に技術系ボランティ
アが解体したブロック塀
や下した瓦などを一般的
なボランティアに運んで
もらうという連携作業が
行われています。（大場黎亜）
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重機操作のための免許をとり、
災害現場で作業する筆者






